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９
月

21

日
に
土
星
が
衝
を
迎
え
る
。
衝
と
は
、
太
陽
系
の
天
体
が
地
球

か
ら
見
て
太
陽
と
丁
度
反
対
側
に
な
る
瞬
間
の
こ
と
で
（
月
で
い
う
満

月
）
、
衝
の
前
後
の
時
期
、
土
星
は
、
日
の
入
り
の
頃
に
東
の
空
か
ら
昇
っ

て
真
夜
中
に
南
中
し
、
日
の
出
の
頃
に
西
の
空
に
沈
む
た
め
、
一
晩
中
観

測
が
可
能
だ
。 

そ
し
て
今
年
は
土
星
の
環
の
見
え
方
も
少
し
異
な
る
よ
う
だ
。 

土
星
の
環
は
公
転
軌
道
（
惑
星
の
通
り
道
）
に
対
し
て
少
し
傾
い
て
い

て
、
地
球
か
ら
見
た
と
き
の
傾
き
が
お
よ
そ
15

年
の
周
期
で
変
わ
る
。
今

年
は
環
を
横
か
ら
見
る
時
期
に
あ
た
り
、
３
月
に
は
、
土
星
の
環
を
完
全

に
真
横
か
ら
見
る
位
置
関
係
と
な
っ
て
、
環
が
見
え
な
く
な
る
現
象
が
起

こ
っ
た
。
た
だ
し
３
月
か
ら
４
月
中
旬
ま
で
に
は
太
陽
に
近
く
、
観
望
に

は
適
し
て
い
な
か
っ
た
。
秋
ご
ろ
も
普
段
の
年
よ
り
環
の
傾
き
が
小
さ

く
、
環
は
細
く
見
え
る
状
況
で
あ
る
た
め
、
環
の
見
え
方
に
も
注
目
し
て

み
た
い
。 

海
王
星
は
９
月

23

日
に
衝
を
迎
え
、
２
０
２
５
年
で
最
も
地
球
に
近
づ

く
。
土
星
と
同
様
、
日
没
時
に
東
の
空
に
昇
り
、
一
晩
中
観
測
が
で
き

る
。
こ
の
年
で
一
番
明
る
く
輝
く
が
、
肉
眼
で
は
観
測
で
き
な
い
た
め
、

双
眼
鏡
、
も
し
く
は
望
遠
鏡
が
必
要
と
な
る
。 

９
月

24

日
に
は
、
夜
９
時
頃
、
南
東
の
空
を
観
て
み
よ
う
。
海
王
星
の

す
ぐ
右
に
は
土
星
が
あ
る
た
め
、
望
遠
鏡
を
使
う
こ
と
で
両
者
が
鮮
明
に

観
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
観
た
こ
と
が
な
い
人
は
是
非
こ
の
機
会
に
観
測

し
て
み
て
ほ
し
い
。 

土
星
の
衝
、
海
王
星
の
衝 

現
代
で
も
ま
だ
ま
だ
謎
が
多
い
宇
宙
。
そ
の
謎
を
解
く
鍵
は
宇
宙
探
査
だ
。
今
回
は
、
そ
ん

な
宇
宙
探
査
の
ジ
ャ
ン
ル
の
１
つ
「
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
」
に
注
目
し
て
い
く
。 

 

天
体
へ
赴
き
、
そ
の
天
体
の
石
や
砂
等
の
サ
ン
プ
ル
を
持
ち
帰
る
こ
と
を
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー

ン
と
い
う
。
こ
れ
は
目
標
と
な
る
天
体
に
接
地
し
て
サ
ン
プ
ル
と
な
る
石
や
砂
を
収
集
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
一
歩
間
違
う
と
探
査
機
が
地
面
に
衝
突
す
る
な
ど
破
損
の
リ
ス
ク
を
伴
う
危

険
な
作
業
だ
。
「
は
や
ぶ
さ
２
」
で
は
、
１
度
目
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
が
成
功
し
た
後
、
２
度
目

の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
う
か
慎
重
に
検
討
さ
れ
た
。
も
し
２
度
目
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
た
め
の

着
地
に
失
敗
し
た
場
合
、
１
度
目
に
採
取
で
き
た
サ
ン
プ
ル
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か

ら
だ
。
最
終
的
に
２
度
目
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
は
十
分
な
準
備
の
末
成
功
し
た
。 

 

し
か
し
で
き
る
こ
と
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
は
避
け
た
い
。
現
在
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
を
中
心
に

検
討
さ
れ
て
い
る
次
世
代
の
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
で
は
、
こ
れ
を
親
子
型
の
探
査
機
を
用
い
て

解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
探
査
機
を
航
行
専
門
の
親
機
と
着
陸
・
サ
ン
プ
リ
ン
グ
専
門
の
子

機
に
分
け
る
の
だ
。
手
間
は
増
え
る
が
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
よ
り
地
球
へ
帰
還
す
る
機
能
を
失

う
心
配
が
な
く
な
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
が
取
っ
て
い
た
方
式
だ
が
、
こ
れ
を
無

人
で
、
か
つ
深
宇
宙
で
行
お
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。
こ
の
方
式
が
確
立
し
た
時
、
私
達
に

と
っ
て
宇
宙
の
星
々
が
よ
り
身
近
に
な
る
だ
ろ
う
。 

9/7 白露 

9/8 皆既月食、満月 

9/9 月が赤道を通過 

9 月ペルセウス座流星群ピーク 

9/14, 10/14 下弦 

9/20 秋の彼岸 

9/22 新月、土星が「衝」 

月が赤道を通過 

9/23 秋分 

9/24 海王星が「衝」 

9/30, 10/30 上弦 

10/6 中秋の名月、月が赤道を通過 

10/7 満月 

10/8 寒露準惑星ケレスが「衝」 

10/9 りゅう座流星群ピーク 

10/19 月が赤道を通過 

10/20 秋の土用 

10/21 オリオン座流星群ピーク、新月 

10/22 太陽系外縁天体エリスが「衝」 

10/23 霜降 

9 月〜10 月の空は青く澄んでいて、高く見えるのが特徴です！ 

こうやって見えるのは、大陸からの移動性高気圧に覆われやす

く、空気中の水分やチリ(ゴミなど)が少ないため、青や紫の光が

届きやすくなるためなのです。夏から秋にさしかかる 9 月〜10 月

の空はとても澄んでいて綺麗です。特に中秋の名月の 10 月 6 日は

1 年で最も月が美しく見えると言われています。みなさんぜひ登

下校の際など少し首を傾け美しい空を見てみませんか？ 

班員募集中 

兼班も大歓迎 

ぜひ入班！ 

10月から 

観測活動を 

再開します！ 


